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法により精製された Mad2• Slpl複合体は非常に堅固で¥たとえば 0.4M 
KCl といった高濃度の塩溶液中でも高い安定性をしめす。一方、細胞内では
有糸分裂中期から後期に遷移する短時間のうちに、 Mad2・Slpl複合体は解離













































O分から 505分)し、再度、赤道面に整列する (52 5分)が、染色分体
の解離がおこらないまま細胞死が引き起こされる (600分) 0 
